
 

 

【理科提案】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
理科における育みたい探究力と省察性，見方・考え方 

理科における 
育みたい探究力 

理科の見方・考え方を働かせながら，目の前の未知の問題に対して，探究の
プロセスをとおして，解決に取り組む資質・能力 

理科における 
育みたい省察性 

理科の見方・考え方を働かせながら，自らの学びにおいて学びの方法や道筋
を調整・改善したり，学びを意味付けたり，学んだことを自己の生活や行動に
つなげたりする自己効力感に支えられた資質・能力 

理科における 
見方・考え方 

問題解決の過程において，自然の事物・現象を量的・関係的・質的・実体的・
時間的・空間的な視点で捉えたり，共通性・多様性の視点で捉えたりする見方，
比較，関係付け，条件制御，多面的に考えるなどといった考え方 

 

理科における探究のプロセスをとおした学びのイメージ（単元） 
【課題設定】            【情報収集】          【整理分析】【まとめ・表現】 

 
 
 
 
 
 

 

 
探究力と省察性を育む指導 

 科学的に解決する力を育成するためには，問題を発見し，見通しをもって問題を解決していく「探究力」

と自らの探究を調整・修正したり，学んだことを実社会・実生活とつなげたり進めるための「省察性」を

育む必要がある。「探究する子どもの４つの姿（主体・協働・活用・省察）」を具現化できるような授業づ

くりのしかけを行うことが大切である。特に「省察」にスポットを当て，教科の見方・考え方が働いた「気

付き」が生まれるようなしかけを行う。具体的には以下の５つを行う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の評価 
研究内容で取り組んだ授業実践の中での子どもの言葉をもとに，研究の成果と課題を明らかにしていく。

その際に授業での子どもの言葉やノートの記述などの子どもの表現物を用いて研究の質的評価を行う。ま

た，年に３回，アンケート調査を行い，アンケート結果による量的評価も行う。 

未来に生きて働く探究力と省察性の育成 

理科の本質 
理科は，自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成する教

科である。科学的に解決するために必要な資質・能力は，実証性，再現性，客観性などの手続きを経て

裏付けされた知識や技能を駆使し真理にせまろうとする力であり，急速に変化する社会に生きる子ども

にとって必要な資質・能力といえる。このような資質・能力を育成するためには，理科の見方・考え方

を働かせながら自然にかかわることで問題を見出したり，見通しをもって観察，実験を行い，より妥当

な考えを導き出したりすることを重視した指導が必要である。  

問題発見 

自然の事物・

現象と出合い，

問題を見出す 

予想と実験・観察方法  

問題解決に向けて，

予想を立て，問題解

決の方法を見出す。 

 

観察・実験 

問題解決に向けて，

実験・観察から情報

を収集する。 

考察・結論・問題発見 

集めた情報を整理・分析し，

結論を導き出したり，新たな

問題を発見したりする。 

①  理科の見方・考え方が働くような環境を設定する。（質の高い気付きを促す）  

②  子どもが解決したいと思うような学習問題を設定する。（学びの方法や道筋を見通すことを促す）  

③  子どもに前提・矛盾・再構成を生む単元を計画する。（ズレの気付きを促す）  

④  子どもが知識を概念化させるために観察や実験から得た情報をつなげたり，対話によって得た情

報をつなげたりする場を設定する（知識をつなげる姿を促す）  

⑤  学びを振り返り，自己の学びを価値付けたり，学んだことを実生活につなげたりする時間の設定

と質の高い振り返りに対する明示的指導及び価値付けを行う。（自己効力感の育成を促す・学んだ

ことを自己の生活や行動につなげたりすることを促す）  


